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研究成果の概要（和文）：訪問看護師の実習指導上の困難感に対応したICTによる在宅看護実習指導支援プログ
ラムの開発とその有用性の評価を目的とした。在宅看護実習指導に従事する訪問看護師を対象としたインタビュ
ー調査で訪問看護師の在宅看護実習指導上の困難13項目を明らかにし、13の困難場面と対応場面からなる支援プ
ログラムを開発した。介入調査では訪問看護師は在宅看護実習指導上の困難感を抱えていることが明らかとな
り、支援プログラムにより困難感の一部の得点は有意に低下した。支援プログラムのユーザー数は1000件を超
え，介入後調査では継続使用希望者が7割となり支援プログラムへのニーズが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an ICT-based home-based nursing 
training guidance support program that responds to the difficulties of home-visit nurse training 
guidance, and to evaluate its usefulness. We conducted an interview survey of visiting nurses 
engaged in home nursing training guidance, identified 13 difficulties in home nursing practice 
guidance for visiting nurses, and developed a support program consisting of 13 difficult situations 
and response situations. The intervention survey revealed that visiting nurses had difficulties in 
teaching home nursing practice, and some scores on difficulties were significantly reduced by the 
support program. The number of users of the support program was 1,094, and 70% of the respondents 
wanted to continue using the support program in the post-intervention survey, suggesting a need for 
the support program.

研究分野：在宅看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
訪問看護師の実習指導を支援する研修として、保健師助産師看護師実習指導者講習会があるが、通常の現任教育
には学生の実習指導に関する研修が含まれない現状がある。さらに訪問看護事業所は全国に13003件開設され、
山間部やへき地など広域に散在し、6割が中・小規模事業所、8割は24時間対応の勤務体制で、遠方での研修参加
や事業所単独での研修整備は困難である。このような勤務実情に即した支援を実施するため、ICTを活用し、時
間や場所を選ばずに学生の実習指導に関する自己学習、実習受け入れ準備、実習指導にも活用できる教育支援の
整備が必要で、本研究より訪問看護師の実習指導上の困難感軽減にも繋がるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
1．研究開始当初の背景 
国内では 2006 年から e‐ラーニング、2012 年からモバイルアプリ開発に関する研究報告が行
われており、内容は透析、国家試験対策、小児の家族支援、医療事故防止、感染看護教育などに
関するものだった。海外では 2008 年から看護学生や臨床看護師・メンターの教育支援、救急・
急性期看護、せん妄看護などの e‐ラーニング、2015 年から臨地実習、臨床看護アシスト、CNS
教育などのモバイルアプリ開発の研究報告が存在し、テレヘルス（遠隔医療）に現任教育を組み
入れて実施するという研究報告をはじめ、敷地面積が広大で多くの看護師が就業するという特
徴に即した研究が多くみられた。訪問看護事業所は全国に 9525 か所、1 事業所あたり常勤換算
数 6.7 人の小規模事業所が多いことから研修受講の機会が限られている。通信自由化（1985 年）
以降、我が国の ICT 産業は、「電話の時代」から「インターネットと携帯電話の時代」、「ブロー
ドバンドとスマートフォンの時代」へという時代変化を遂げている。ICT 活用の特性・強みとし
て①多様で大量の情報を収集、整理、分析、カスタマイズが容易であること、②時間や空間を問
わずに、音声・画像・データなどを蓄積・送受信できること、③距離に関わりなく相互に情報の
発信・受診のやり取りができるという、双方向性を有することが挙げられている。アクティブラ
ーニング、個々の能力や特性に合わせた学び、遠隔教育に大きく貢献することが期待されている
ことより、ICT を活用した教育プログラムを構築する。また社会情勢や文献検討の結果、特定の
目的に寄与するアプリ作成は審査を得にくく経費捻出も困難であることから、ポータルサイト
を活用したシステム構築に切り替え、アプリと同様に利用者である訪問看護師がスマートフォ
ン・タブレットで時間や場所を選ばずに支援を受けられるものとした。 
 
2．研究の目的 
訪問看護師の実習指導上の困難感に対応した ICT による在宅看護実習指導支援プログラムの
開発とその有用性の評価  
 
3．研究の方法 
(1)在宅看護実習で訪問看護師が感じる実習指導上の困難の解明（東海林、古瀬、森鍵、小林,2019） 
在宅看護実習指導に従事する訪問看護師 10 名を対象に、訪問看護師の在宅看護実習指導の実
態を明らかにすることを目的にインタビュー調査を実施した。 
(2)訪問看護師の在宅看護実習指導支援プログラムの作成（東海林、古瀬、小林,2023） 
アプリよりも大容量の内容を搭載でき、パソコン、スマートフォン、タブレットで時間や場所
を選ばずに使用可能なポータルサイトを用いた「訪問看護師の在宅看護実習指導支援プログラ
ム（以下、支援プログラム）」を作成した。 
(3)支援プログラムの検証（東海林、古瀬、小林,2023） 
全国の訪問看護師を対象とし ICT による支援プログラムの Web 介入を行い、訪問看護師の実
習指導に対する困難感の実態と介入による困難感の変化を確認した。 
 
４．研究成果 
(1)在宅看護実習で訪問看護師が感じる実習指導上の困難の解明（東海林、古瀬、森鍵、小林,2019） 
 訪問看護師は、世代間のギャップ、同行訪問への負担感、指導の難しさ、自分なりに行う指導
への不安などの困難を抱えており、それに対し、学生を理解し支援する、学生にあわせた指導を
する、指導に工夫をする、在宅療養環境に合わせた指導をする、利用者と学生をつなぐという対
処をしていた。しかしながら自分なりに行う実習指導への不安については対処できていないこ
とが明らかとなった。 
(2)訪問看護師の在宅看護実習指導支援プログラムの作成（東海林、古瀬、小林,2023） 
支援プログラムは、訪問看護師の実習指導上の困難（東海林、古瀬、森鍵、小林、2019）で明
らかにした「訪問マナーができない学生への指導」、「利用者・家族との会話が続かない学生への
指導」、「利用者宅で生活様式の違いを感じる場面での指導」、「いまどきの若者への指導」、「実習
指導に対する負担感への対処」、「利用者の負担に配慮した実習指導」、「学習状況が不明確なとき
の指導」、「学生の希望に合った実習設定」、「訪問看護についての指導が伝わらない」、「短時間で
の指導」、「やる気がない学生への指導」、「指導方法への不安」、「いまの時代に合わない指導への
不安」からなる 13 の困難場面とその解決方法の例示で構成した。困難場面の解決方法の例示は、
先行文献、図書、省庁 HP 等を参考に研究者が原案を作成、地域・在宅看護における有識者、訪
問看護実践者の意見から修正をすることで妥当性を確保した。 
(3)支援プログラムの検証（東海林、古瀬、小林,2023） 
訪問看護師の在宅看護実習指導に対する困難感は、「訪問マナーができない学生への指導」、
「利用者・家族との会話が続かない学生への指導」、「利用者宅で生活様式の違いを感じる場面で
の指導」、「いまどきの若者への指導」、「実習指導に対する負担感への対処」、「利用者の負担に配
慮した実習指導」、「学習状況が不明確なときの指導」、「学生の希望に合った実習設定」、「訪問看
護についての指導が伝わらない」、「短時間での指導」、「やる気がない学生への指導」、「指導方法
への不安」、「いまの時代に合わない指導への不安」とし、介入前・介入後の変化を確認した。 



①訪問看護師の実習指導上の困難感の実態 
訪問看護師の実習指導上の困難感 13 項目について VAS(Visual Analog Scale)で測定した。訪
問看護師の経験年数は 9.7±7.7 年で、女性が 90.3％だった。職位は管理者 68.4％、主任 9.7％、
スタッフ 21.1％だった。雇用形態は常勤 96.0％だった。教育的役割は教育担当者 34.0％、その
他 12.6％だった。在宅看護実習指導に対する困難感の得点は、「やる気がない学生への指導」78
（50－92）（中央値（四分位範囲））、「訪問看護についての指導が伝わらない」68（50－83）、「訪
問マナーができない学生への指導」68（32－83）、「学習状況が不明確なときの指導」67（50－82） 、
「短時間での指導」63（50－79）、「学生の希望に合った実習設定」59（50－71）、「実習指導に対
する負担感への対応」50（47－76）、「指導方法への不安」50（45－76）、「利用者・家族との会話
が続かない学生への指導」50（28－76）、「いまどきの若者への指導」50（29－73） 、「今の時代
に合わない指導ではという不安」50（40－72）、「利用者の負担に配慮した実習指導」50（31－70）
だった。訪問看護師は在宅看護実習指導において教育機関からの情報不足、世代の異なる学生の
理解、相互に関係性を構築することに困難を感じている可能性が示唆された。 
②訪問看護師の在宅看護実習指導上の困難感と自己効力感・職務経験との関連 
訪問看護師の在宅看護実習指導上の困難感の実態と自己効力感・職務経験との関連を明らか
にすることを目的とした。調査方法はウェブ調査による横断的研究で、全国の看護職員数 5人以
上の訪問看護事業所で実習指導に従事する訪問看護師を対象とした。筆者らの質的研究で明ら
かにした訪問看護師の在宅看護実習指導に対する困難感 13 項目と、自己効力感・職務経験との
関連を Spearman の順位相関係数、Mann–Whitney の U検定で確認した。訪問看護師は在宅看護実
習指導上の困難感を抱えていた。困難感得点が高い項目は上位から「やる気がない学生への指
導」、「学習状況が不明確なときの指導」、「訪問看護についての指導が伝わらない」、「訪問マナー
ができない学生への指導」、「短時間での指導」、「学生の希望に合った実習設定」だった。訪問看
護師は、世代の異なる学生の理解や、短時間の実習で学生と相互に関係性を構築することなど、
訪問看護師の経験や努力では解決できない項目で高まる可能性が考えられた。訪問看護師は在
宅看護実習指導上の困難感は、職務経験年数、自己効力感と正の相関が確認され、訪問看護師は
職務経験、自己効力感により実習指導上の困難感に対応している可能性が考えられた。 
③支援プログラムの効果 
介入後調査では 45 名を分析対象者とした。支援プログラム配信後の困難感得点は「指導方法
への不安」で上昇したが、「いまどきの若者への指導」、「やる気がない学生への指導」で有意に
低下した。訪問看護師は在宅看護実習指導において、世代の異なる学生の理解、相互に関係性を
構築することに困難を感じていることが考えられた。支援プログラムのユーザー数は 1094 件、
介入後調査では継続使用希望者が 7割となり支援プログラムへのニーズが示唆された。 
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